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長周期表面波
深い地盤を反映
短周期表面波 
浅い地盤を反映 
常時微動アレイ観測 
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ここで示す研究は，主に地震学の分野で行われている常時微動のアレイ観測の技術を，建築・土木構造
物の基礎地盤の評価に応用しようとするものである．図に示すように，対象地点において，半径を適当
に選択した円の中心と円周上の３点において，上下方向の微動を数分間観測する．常時微動とは，人間
活動や波などに起因する，地盤の微小な振動であり，常時観測が可能である．得られた表面波データに，
空間自己相関法を適用することにより，周期ごとの表面波の伝播速度が算出される．周期の長い微動は
地下深部，短い微動は浅部の構造を反映しており，これに逆解析手法を適用することにより，図に示す
ようなＳ波速度の深度分布を求めることが可能となる．建築・土木構造物の基礎地盤を対象とする場合，
常時微動観測はアレイ半径数ｍで，３分程度の計測で十分である．このため，複数地点の計測も容易で
あり，建設予定領域の３次元構造も容易に精度良く推定することができる． 
